
 

心サルコイドーシス疑いで PETCT撮影後の患者様の予後に影響する因子の検討 

 

 

 

■ 研究の対象 

2014年 1月から 2021年 3月にかけて当院に心サルコイドーシス疑いで PETCT検査を行っ

た患者様 

 

■ 研究目的・方法 

サルコイドーシスは原因不明の全身性肉芽腫性疾患であり、特に心臓病変（心サルコイド

ーシス）があると致死性不整脈や重症心不全をきたし、突然死の原因ともなり、サルコイ

ドーシス患者さんの予後を大きく左右します。心サルコイドーシス患者さんの予後を規定

する因子についてはあまり報告されていません。上記患者様の当院カルテで得られる限り

の情報のみを用いて、予後を評価しその予後に影響する因子について各種統計解析法を用

いて評価します。今後の当院での心サルコイドーシス疑い患者様の治療や日本もしくは世

界での治療に関して有益な情報を得ることが可能だと考えています。 

 

■ 研究実施期間 

2020年 4月 23日～2021年 3月 31日 

 

■ 研究に使用する情報 

入院時、外来での採血、血圧や心拍数、心エコー、PETCTのデータ、看護記録からの生活

環境 

 

■ お問い合わせ 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。また、情報が当該研究に用いられ

ることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研

究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利

益が生じることはありません。 

 

連絡先 
済生会熊本病院 循環器内科 山室 惠（研究責任者） 

住所：熊本市南区近見 5丁目 3番 1号 電話：096-351-8000(代表) 

 

 

以上 


